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集
中
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
間

に
排
出
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れ
る
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源
物
が
少
な

く
な
れ
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持
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違
法
行
為
に
厳
正
に
対
処
す

る
た
め
、
情
報
を
収
集
し
て
い
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す
。
市
で
は
、
持
ち
去
り
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為
に
対
し
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ト
ロ
ー
ル
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行

っ
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が
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り
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・
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◆
持
ち
去
り
犯
に
近
寄
ら
な
い
・

詰
め
寄
ら
な
い

　

持
ち
去
り
犯
に
よ
る
脅
迫
な

ど
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

目
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
持
ち
去

り
犯
に
近
づ
く
と
危
険
な
場
合

も
あ
る
の
で
、
安
易
に
近
づ
い

た
り
注
意
を
し
た
り
せ
ず
、
ま

ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
無
許
可
」
の
回
収
業
者
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

粗
大
ご
み
や
不
要
に
な
っ
た

電
化
製
品
を
含
む
家
庭
ご
み
は
、

市
の
責
任
の
下
で
適
正
に
処
理

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市

の
許
可
や
委
託
を
受
け
ず
に
家

庭
ご
み
を
回
収
業
者
が
収
集
す

る
こ
と
は
法
律
上
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
無
許
可
業
者
に
廃

棄
物
の
処
分
を
依
頼
し
て
し
ま

う
と
、
適
正
な
処
理
が
確
認
で

き
ず
、
引
き
取
っ
た
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
や
、
有
害
物
質
を
発

生
さ
せ
る
不
適
正
処
理
が
行
わ

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

無
料
回
収
と
宣
伝
し
な
が
ら
、

実
際
に
は
法
外
な
料
金
を
請
求

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
民

間
の
業
者
に
家
庭
ご
み
の
処
理

を
依
頼
す
る
と
き
は
、
市
の
許

可
を
受
け
て
い
る
業
者
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
許
可
業

者
に
つ
い
て
は
担
当
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表１　平成１２年度を基準にした燃えるごみの削減状況
２７年度２６年度２５年度２４年度１２年度

１２８，７３７１２９，０２６１２９，７７８１２９，８８７１２５，６８３人口（１０月１日
現在：人）
燃えるごみ（ｔ）
削減率（％）

２５，５６９２６，２３６２６，４７４２５，５６７３２，９３４

２２．４２０．３１９．６２２．４

２１，４５７２１，６８１２２，３２１２２，９１２２７，８９４生活系（ｔ）
内　

訳

２３．１２２．３２０．０１７．９削減率（％）
４，１１２４，５５５４，１５３２，６５５５，０４０事業系（ｔ）
１８．４９．６１７．６４７．３削減率（％）

表３　平成２８年度集団資源回収品目別回収量・奨励金
２８年度

品　目
報奨金（円）回収量（㎏）
１，４６９，４９０４８９，８３０新聞
５４０，６３０１８０，２１０雑誌
４７９，７４５１５９，９１５ダンボール
７，１３１２，３７７牛乳パック

１４５，０５３４８，３５１ウエス（布）
５５，３８０１８，４６０アルミ缶
６，６３６２，２１２金物スチール
００生きびん

２，７０４，０６５９０１，３５５合　計

表２　品目別資源物収集量の動き （単位：ｔ）
２７年度２６年度２５年度２４年度１２年度
７４８８０５８９４７１３１，６９５新聞
１，２９７１，２８６１，３６７１，２７９１，６９４雑誌
９０５８８８８５６８８７６５８ダンボール
３３２２２２１８８牛乳パック
５４８５５５５６６６１３３８８古繊維

２１７２１１２２１１９９１９８アルミ缶・
アルミガラ

１９１２０２２２２２２４４１１スチール缶
７９１８００８４２８４９１，０３４ビン
２０５１９７１８８１７８４０３金属類
４５８４５２４６７４５７２５３ペットボトル

１，０１９１，０３６１，０２７１，０５７プラスチック
製容器包装

４３１４７７４５５４０６ミックス
ペーパー

２５２４２１２０廃食用油

１４１１７２製品
プラスチック

２３８２２３２０１小型家電
１３７１６５９２剪定枝
７，２５７７，３５４７，４４８６，９０２６，７４２合　計

　市では「アクティヴ・ママ」との相互提案型協働事業として、市在住
の外国人・日本人親子の交流を目的とした「お芋ほり体験」を開催しま
す。
○と　き　１０月１４日（土）午前１０時～１１時
○ところ　栗原にある観光農園（市役所からマイクロバスで移動）
○対　象　市内在住の外国人親子、日本人親子
○定　員　４５人（多数抽選）
○参加費　一家族千円（３株まで、４株目から追加で３００円）
○持ち物　軍手、ビニール袋
○申し込み　９月２９日（金）までに、代表者氏名（ふりがな）、住所、
電話番号、応募人数、国籍を明記し、任意の書式で電子メール（acti 
vezamainternational@gmail.com）または直接問い合せ先へ
○問い合せ先　アクティヴ・ママ　1０７０（１４８９）９５７３　
担当 渉外課　1０４６（２５２）８０３５　5０４６（２５５）３５５０
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市市市市市市市市民民民民民民民民ととととととととととととととととももももももももににににににににつつつつつつつつくくくくくくくくるるるるるるるるままままままままちちちちちちちち市民とともにつくるまち

　市では日常生活のその時いる場所で実際に地震が起きたことを想定し
た「シェイクアウト訓練」を平成３０年１月２３日（火）に実施します。
　シェイクアウトの事前学習、防災・減災の啓発を目的として防災講演
とシェイクアウトのキックオフを行います。
○と　き　１０月１７日（火）午後１時３０分～午後３時１５分（午後１時開場）
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）小ホール
○内　容　「山に逃げろ！となぜ言えた？」東日本大震災直後の気仙小
学校長の状況判断と意志決定の背景を探る、シェイクアウトキックオ
フ
○講　師　元岩手県陸前高田市立気仙小学校長　菅野祥一郎さん
○定　員　３５０人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法　市役所３階危機管理課、各出張所、各コミュニティセンタ
ー他で配布する申込書に必要事項を記入しファクスまたは直接担当へ
○共　催　座間市防火安全協会、ざま災害ボランティアネットワーク
担当 危機管理課　　　1０４６（２５２）７３９５　5０４６（２５２）７７７３
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　９月下旬～１０月上旬にハーモニーホール座間を会場として開催する座
間市民芸術祭は以下の通りです（入場自由）。
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担当 生涯学習課　1０４６（２５２）８４７６　5０４６（２５２）４３１１

ところと　き部　門

ギャラリー９月２９日（金）～１０月１日（日）午前１０時～午後５時（最終日
は午後４時まで）山野草展

大和室１０月７日（土）午前１０時～午後４時（予定）謡曲発表会

ギャラリー１０月８日（日）・９日（月）午前１０時～午後５時（最終日は午
後４時まで）いけばな展

小ホール１０月９日（月）午前９時３０分開演（予定）吟道大会
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　かにが沢公園では、市観光協会の会
員が曼珠沙華（ヒガンバナ）を植栽し
ており、その数は約１２万本になります。
　市と市観光協会では、これらの曼珠
沙華を愛で、俳句、短歌、茶道などの
市民文化に触れる「曼珠沙華鑑賞のつ
どい」を開催します。秋の訪れを感じ
ながら、心を癒し、ゆったりとした時
間を過ごしてみてはいかがですか。
○と　き　９月２３日（土）午前１０時～午後２時（小雨決行）
○ところ　かにが沢公園　中央広場周辺
　※公園の駐車場は台数が限られていますので、できる限り公共交通機
関をご利用ください。

○入　場　自由
○内　容　曼珠沙華の鑑賞（終日）、俳句・短歌の吟行会、曼珠沙華撮
影会、 野  点 茶会（有料）、 箏 の演奏

の だて こと

○問い合わせ先　市観光協会　1０４６（２０５）６５１５　5０４６（２０５）６５１６

担当 商工観光課　1０４６（２５２）７６０４　5０４６（２５５）３５５０
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で
は
、
平
成　

年
度
を
基

１２

準
と
し
て
「
燃
え
る
ご
み　

パ
３５

ー
セ
ン
ト
削
減
」
を
目
標
に
掲

げ
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成

　

年
度
に
比
べ
、
人
口
が
増
加

１２し
て
い
る
一
方
で
、
ご
み
は
確

実
に
減
少
し
て
い
ま
す（
表
１
）。

こ
れ
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
源
物
収
集
量
は
、

生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、
一

部
減
少
し
て
い
る
品
目
も
あ
り

ま
す
が
、
安
定
的
な
収
集
量
を

確
保
で
き
て
い
ま
す
（
表
２
）。

子
供
会
、
自
治
会
な
ど
の
各
団

体
が
実
施
す
る
集
団
資
源
回
収

は
、
平
成　

年
度
は
合
計
で
約
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限限
りり
ああ
るる
資資
源源
をを
大大
切切
にに

大切に育てられた曼珠沙華


